
『続板倉政要』系列裁判説話の性質

大久保順子

熊倉功夫氏調査
１）

による『板倉政要』裁判説話の基本形、

すなわち京都大学蔵十巻十冊本『板倉政要』巻六〜十（巻

六〜八及び巻九・十追加）に代表される裁判説話を『板倉

政要』正編」とする場合、その「続編」的内容とみられ

る裁判説話の系統の代表的な例を『続板倉政要』東北大

学蔵本巻十一〜十六の外題に拠る）裁判説話として、これ

までその現存写本の本文に関する検討を行ってきた
２）

。本稿

ではその本文内容の性質についての考察を行う。

現存の『板倉政要』の諸写本には様々な巻話数の異同が

あるが、その多くは「正編」裁判説話をもつものとみら

れ、後に大岡裁判物等に脚色される板倉物の〞木綿盗難と

地蔵吟味〝巻六ノ２）や〞三人一両損〝巻七ノ14）など

も、正編」所収話として知られている。先行研究の諸論

考もこれらを「正編」として扱い、国会図書館蔵本や内閣

文庫蔵本等、比較的入手の容易な本文テキストの利用に

よって各々解釈されている。巻六〜八の裁判説話に「追

加」の巻九・十が記されている京都大学蔵本の例のとおり、

「正編」は成立過程上、判例集が「順次増補されていった

形態
３）

」とみられ、熊倉氏は巻六〜八（Ａグループ）が本来

の正編、巻九・十（Ｂグループ）が追加分であると指摘す

る。京都大学法学部蔵九巻三冊本
４）

のように巻六〜八の裁判

説話の追加一巻が十巻本の巻十に相当する（正編」巻九

部分の説話を欠く）例、あるいは巻五〜巻十に京都大学蔵

本の巻六〜九（正編」巻十部分を欠く）の裁判説話をも

『続板倉政要』系列裁判説話の性質

1

福岡女子大学文学部紀要

文藝と思想」一〜一三頁

第七一号二〇〇七年二月



つ架蔵十巻五冊本
５）

の例など、正編」諸本の中で巻話に

「出入りの差」が発生する例は多い。

しかし東北大学蔵本や宮内庁書陵部蔵本、内閣文庫蔵本

などは、京都大学蔵本巻六〜八及び巻九・十追加にほぼ該

当する「正編」説話部分を備え、かつ〞追加された〝とみ

られる「続編」説話部分がある。宮内庁書陵部本では巻十

一〜十三、内閣文庫蔵本では巻二・巻四、東北大蔵本では

巻十一〜十六（六冊、外題『続板倉政要』）がこの「続編」

部分に相当し、それぞれの本文が巻数は異なりつつもまと

まった配列の対応関係をもつ。筑波大学蔵本『板倉顕命

録』も同系列の「続編」裁判説話集だが、巻話数の対応は

ばらばらになっている。本稿末に掲げる「続編」の例、東

北大学蔵本巻十一〜十六の所収話一覧（及び参考の京都大

学蔵本「正編」一覧
６）

）にその関係を付記し、以下の考察を

行うこととする。
一裁判説話の構成

『板倉政要』正編」裁判説話は基本的に①江戸初期（慶

長〜寛文年間）の②京都所司代「板倉殿」「所司代殿」

（伊賀守殿」「周防守殿」と「内膳正殿」）による③京都を

中心とした空間での裁判事件を描いたものである。一話の

構成は主に①事件の発生の経緯や訴訟の原因、②被害者等

の窮状と「所司代」への「愁訴」、③出頭した被害者又は

原告と被告の供述、④「所司代」の判断、⑤裁判の結果や

後日の処理、そして結末では多くの場合⑥「所司代」の裁

断や事件の結果に対する「京童」たちの評が記される。こ

の「正編」の話の基本的形態を『続板倉政要』裁判説話も

ほぼ踏襲している。東北大学蔵本巻十一に「正編」の巻

九・十（熊倉氏指摘のＢグループ）との重複話があること

や、後に述べる内容の点から考えて、Ｂグループのような

様々な裁判事例の話が「正編の追加」的に増え、続編」

説話の巻を成立させていったと推測される。東北大学蔵本

『続板倉政要』巻十一〜十六の裁判説話（一覧参照）を例

に内容を大別すると、次のような事件話がみられる。

Ａ違法行為の捜査と処罰の検討（巻十一ノ３、巻十四ノ

２、巻十四ノ３、巻十四ノ８、巻十五ノ６、巻十六ノ

６など）

Ｂ真贋詐欺、偽造をめぐる訴訟喚問と処断（巻十三ノ

９、巻十三ノ10、巻十三ノ11、巻十四ノ10など）

Ｃ喧嘩口論の類（巻十一ノ４、巻十二ノ11、巻十三ノ４

など）

Ｄ預り品の損傷・売却や盗品売買、弁償交渉調停（巻十

一ノ２、巻十二ノ10、巻十三ノ５、巻十三ノ８、巻十

四ノ１、巻十四ノ５、巻十六ノ４など）
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Ｅ欠落など奉公人契約上の争いの調停（巻十二ノ２、巻

十二ノ４、巻十三ノ１、巻十三ノ２、巻十四ノ９、巻

十四ノ11、巻十六ノ３など）

Ｆ家督財産や寺領等の相続権争いの調停（巻十一ノ５、

巻十二ノ３、巻十三ノ６、巻十四ノ６、巻十六ノ５な

ど）

Ｇ契約のトラブルの調停（巻十一ノ７など）

Ｈ金銀や家の貸借の問題の調停（巻十二ノ５、巻十二ノ

７、巻十三ノ３など）

Ｉ養子関係や養家実家の問題の調停（巻十一ノ９、巻十

三ノ７、巻十六ノ１、巻十六ノ２など）

Ｊ婚姻や妻妾の問題、密通など（巻十二ノ１、巻十四ノ

４、巻十五ノ１、巻十五ノ２など）

Ｋ民衆の愁訴と行政的施策（巻十一ノ１、巻十一ノ６、

巻十一ノ８、巻十一ノ10、巻十四ノ８、巻十五ノ４、

巻十五ノ５など）

Ｌその他

正編」で実話を元としたとみられる話例としては巻八

の１「山本泰順父子被行死罪事」が既に考察されてい

るが
７）

、「続編」の場合も同様に、寛文以前の時代状況が背

景として滲み、「『板倉政要』の続編」らしさとなってい

る。

『続板倉政要』の巻十一ノ10「寛永三旱魃之事」や巻十

五ノ５「鰥寡孤獨之事」は、寛永三年の実際の災害時を話

題とした話とみられる。内閣文庫蔵『談海』巻四が秀忠

公・家光公両上様の上洛の年、と記す「寛永三丙午年
８）

」は

「此年夏より中秋に至りて一日も雨ふらずして前代未聞の

大日てりなり草木悉く枯て池魚水に渇して多死す」年で

あり、斎藤月岑『武江年表』巻之一
９）

も「四月より八月迄諸

国旱魃」の年と伝えている。この旱魃及び飢饉を愁訴する

民衆に対し『続板倉政要』の所司代（板倉殿）は、米穀配

給を抑え先に金銀を配当して味噌・塩・酒粕・醤油等の高騰

を防ぎ（巻十一ノ10）、飢餓に陥った人々に味噌・雑炊の配

給の指示、身寄りを失った者への補助等（巻十五ノ５）を

行った、という。

大平祐一氏は
10）

、日本近世の合法的「訴訟」には民事・刑

事の裁判「訴訟」と民衆の「訴願」との両方が相当すると

指摘する。『板倉政要』巻九ノ１や巻九ノ５等の定免に関

する百姓の愁訴の例を含め、正編」と「続編」の『続板

倉政要』がともに「訴願」の裁判例を含んでいる点に注意

したい。江戸初期当時のこの実録的な要素は、正編」に

も「続編」の『続板倉政要』にも共通して窺えるのであ

る。
板倉氏新式目」や『板倉政要』巻一〜五の成立と合わ
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せ、正編」巻六〜十の裁判説話が極めて実用的な法令集

の意識で編まれ加えられたものと評価する視点もある。中

世法を踏襲しつつ整備されていった江戸初期当時の新式目

等の法令は、説話の背景でもあり、その内容に『続板倉政

要』の裁判話を参照することができる
11）

。例えば

・新式目第四十一ヶ条目「隠地之事」隠地之事於露顕者、

従前代任重科之法儀、妻子共可行死罪）…巻十四ノ２

・同第四十四ヶ条目「耕作毛之上江牛馬放入事」…則牛馬

ヲ押置、右損失分限令弁之時可返）…巻十六ノ６

・同第四十五ヶ条目「田地売買事」地頭名主以談合、相済

公儀之諸役、無闕処者、不及沙汰）…巻十一ノ７

・同第五十一ヶ条目「質屋作法之事」

返弁之年月相延候共、三箇月可相待）…巻十四の１

質物屋盗人入候証拠於明白者、如類火焼亡、互可為損

失）…巻十三ノ５

などとの関連である。巻十四ノ２については「正編」の

『板倉政要』巻四「法度書」に「隠地之儀」として「殊以

為重科」「訴人之事御褒美可被下之」がある。また「質屋

作法之事」としては「正編」巻四「法度書」に「質物取置

之事」があり、請ざる様に札書付」事の禁止や盗品取引

の禁止等が示される他、正編」巻三「諸法度掟」には

「万売買之儀」として「喩者眼力之不達事は其身も可為恥

辱」といった注意もある。第四十五ケ条目「田地売買事」

は寛永二十年の百姓田畑永代売買禁止令以前の法令とみら

れ、巻十一ノ７「元和年間」に伊賀守殿の裁く事件である

という記述とも照応する。巻十二ノ４「年季奉公人之事ニ

付主人籠舎事」は、年季途中で帰る召仕を訴えた主人が、

そもそも「十年ヨリ上ノ年季ハ御法度ノ御置目ナリ、夫ヲ

背キタル事曲事」として逆に逮捕される事件であり、元和

頃は「年季之事三ヶ年を可限三ヶ年過者可為曲事事」（『教

令類纂』初集五十三「奉公人並人宿之部」元和五己未年十

二月
12）

）であった年季契約が十年に緩和される寛永四年（一

六二七）以降の話とみられる。

このような法令の判例として享受されうる「正編」や

「続編」の裁判説話の要素は、『板倉政要』の〞後編〝と銘

打たれた『板倉政要後編』国会図書館蔵、他）の所収話

とは性質を異にしている。続編」と「後編」とで裁判話

の諸本の系列が分かれる所以でもあろう。後者の『板倉政

要後編』の系統の説話は、仮名草子や浮世草子からの智恵

話・比事物を多く剽窃し、先行作品という素材から文芸

化された性格を引き継いだ裁判話をもつ読み物であった

といえるからである
13）

。
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二「作品」としての性質

もとより裁判の「噺」である作品は畢竟「書かれたテキ

スト」であり、当代の「歴史」其儘を忠実に記録したもの

とはみられない。ゆえに研究史的にも「史料的価値を一

笑に
14）

付」されていた『板倉政要』正編」の裁判説話の性

質を、あえて法例集としての実用的意義や寛永文化史・社

会史との関係から具体的に検討したのが、前掲熊倉氏論文

の意義である。その方法に倣い、まずその側面に「正編」

と『続板倉政要』の共通する要素を認めることができる。

一方、文学としての形象化が未熟だった
15）

」といわれる

『板倉政要』の「正編」と同様に、『続板倉政要』裁判話に

も他作品との関係やその文芸性の問題が問われる。近年の

研究動向をみるに、近世比事物作品の小説性や「ミステ

リー」としての意義の考察
16）

において、『板倉比事』の文芸

性の評価は確かに高くはない。例えば『本朝桜陰比事』論

の場合でも、その多くは『板倉政要』の「事件の背景↓事

件発生↓所司代へ愁訴↓捜査と判決↓結末↓世の評判」と

いった展開を、硬直で単調な文体による陳腐な話型とし、

浮世草子の方法こそをその話型からの文芸様式的発展とみ

る向きが強い。事件内容の「智恵の意外性」やトリック自

体も、典拠『棠陰比事』『智恵鑑』等の影響によるもので、

必ずしも『板倉政要』オリジナルの魅力ではないとされ

る。そのような点を踏まえつつも、史実の反映された裁判

説話というテキストの「裁判をいかなる事件として語る

か」という意図とその影響等は、再考されるべき問題と思

われる。

正編」の『棠陰比事』等の利用については既に先行諸

論に指摘（※一覧表に付記）されるところである。『続板

倉政要』の場合、筆跡判明による解明（98「国淵求」

等）は巻十一ノ３、手形未返によるトラブル（134
「趙和贖

産」等）は巻十二ノ５、盗品露顕による解明（44「彭城書

菜」等）は巻十四ノ５や巻十五ノ６などにおいて、トリッ

クとしての基本的な共通性がみられる。が、特定の中国種

を直接の典拠とした密接な関係とみるには、類例が多すぎ

るともいえる。話の種の利用の可能性のあるものとして

は、巻十二ノ９「叔父甥出入之事」を例に掲げたい。子の

相続分の遺産を叔父が預かり、子の十五歳時に返還するべ

し、とする遺言を無視し、叔父が約束時にも遺産を渡さな

いと、いう、史実的一般的にありがちな係争であると同時

に、『棠陰比事』132
「司空省書」に通ずる趣向の話とみら

れる。しかし、司空省書」では亡父が息子に「一剱
17）

」を

残しその意味を裁判官が説くのと比べ、巻十二ノ９の話で

は遺言の「上様の御仕置のごとく」という文言を「秀頼様

『続板倉政要』系列裁判説話の性質
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ノコトク」と解釈した叔父が、秀頼様ハ御潰レナサレ候

間」甥に遺産を渡さない、という事態となり、この遺言書

をいかに解釈し解決すべきかという言葉の機智の興味が発

生してくる。伊賀守殿がこの争いに対し「秀頼ノ事ハ自業

自得ト云フモノ也、汝等ガ知ル処ニアラズ、此文章ヲ守ル

ハ鵜ノ真似スル烏ニ等シ」と諫める結末には、慶長二十年

（一六一五）大坂夏の陣以降、人々にとって生々しく当代

的な事件であったはずの豊臣家滅亡と幕府側の態度とが裁

判話に盛り込まれた感がある。先に述べた実録的要素とも

相俟って、事件に対して近世初期当時の社会状況を睨んだ

語り口が用いられるこのような話例が、正編」に続く

「続編」らしさを特徴づけていよう。

現存写本の状態のごとく「書かれ、享受された」『板倉

政要』裁判説話を「作品」とみる時、その「正編」「続編」

が共有する時間性は、板倉殿」でありかつ「京都所司代」

と呼ばれる人物の在任期間として作品世界に規定される。

史実的にみて、家康による板倉伊賀守勝重の任命以降（一

六〇一〜）・板倉周防守重宗の在任（一六一九〜一六五

一）・慶安四年の牧野佐渡守親成の在任に次ぐ板倉内膳正

重矩の在任、寛文八年（一六六八）七月の京都東西奉行所

設置まで、すなわち慶長〜寛文期までをその時間に含める

ことが可能である。だが、板倉殿」が京都「所司代」を

務めた近世初期の幕藩体制確立の過渡期は、大坂冬・夏の

陣、家康の死、島原天草の乱、家光の死、由井正雪の乱

等、体制を脅かす不安定な要素がしばしば噴出した時代で

あり、朝廷との調停的な将軍上洛が何度も図られる等、幕

府側の上方勢力の攻略と秩序化の重要な任務を、伊賀守勝

重や周防守重宗が担っていた。さらに内膳正重矩に至る寛

文時代では、経済基盤たる農業生産を脅かす災害凶作への

対策の一方で、都市で享楽的に発展する「市民の奢侈」の

禁令との抵触、物価の上昇や経済文化の発展に伴う取引・

雇用・相続に関するトラブルが、実質的に増加したであろ

うと考えられる。『板倉政要』が成立したのはむしろ「内

膳正殿」の時代に近い頃であり、その「現在」の認識から

過去の時間が描かれる時、書かれるもの」には微妙な意

味が生まれる。慶安以降の京都市政の強圧化・町人自治へ

の規制を背景とした「撰述者、およびその読者層の期待と

実態の差異
18）

」があり、伊賀守殿」「周防守殿」の話が多い

所収話に寛永時代への「善政」回顧の志向が窺われる、と

する指摘もある。作品内に〞牧野様」の話が含まれない〝

点に、板倉家「三代」の卓越した裁判能力は、寛文時代の

「内膳正殿」にも血筋として継承されるものであらまほし

きものである、といった願望的認識が表象化されるなら

ば、書かれるもの」が志向する世界と歴史社会的事実と
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の乖離は当然起こりうるであろう。後代の『白石紳書』や

『武野燭談』等の教訓的人物逸話等に著しい「板倉様」三

代の血筋の「説話化」は、既に始まっている。後世の読者

が『板倉政要』裁判説話を享受する際、そのようにして成

立していく「板倉様」のイメージを重ねつつ「続編」「後

編」系列の諸作品を生み出していった可能性も考えられ

る。
ただし説話の個別的な「時代」の話題の限定性は、ミス

テリーそのものの生命の長さを限定することにもなる。前

述の巻十二ノ４「年季奉公人之事ニ付主人籠舎事」の例で

いえば、基本の年季奉公十年」制限はその後の元禄十一

年（一六九八）の令などで実質的に緩和が進んでいく。奉

公人を訴えた主人の非を戒める理由として巻十二ノ４の事

件の処置に生かされた「智恵」の種は、後代ではさほど鮮

やかものとはならないのかもしれない。

当代の読者にとっては比較的実用的な説話であった可能

性のある『板倉政要』裁判説話には、写本の書承の過程の

先に、歴史的逸話としての意味の変質が待っている。謎解

きのトリックが普遍的なストーリーほど、裁判話の形や意

匠が多少変わろうとも、その展開の筋の趣向は「話」の興

趣として命脈を保ち続ける。享保以降の「江戸」の「大岡

裁判物」などは、トリックストーリーの愉楽の享受の要求

のもとに、更に後世の事件例等を加えながら生まれてきた

とも考えられ、顧みるに『続板倉政要』裁判説話の系統諸

本が「正編」に比べて多くはないことの原因も、そうした

問題と関係しているのではないだろうか。以上、正編」

「続編」を通して幾つかの指摘を行ってきたが、仮名草子

や浮世草子との関係の可能性や、後続裁判話作品との質的

な差異については、引き続き後考としたい。

注

1）拙稿「『続板倉政要』系列裁判説話の研究」一）〜（四）、

『香椎潟』第46〜48号、51号（平12・12〜14・12、17・12）。

以下、本論での『続板倉政要』本文引用はこの翻刻に拠

る。

2）熊倉功夫「史料翻刻『板倉政要』第六巻〜第十巻裁判説

話の部」筑波大学歴史人類学部『歴史人類』第17号、昭

62・３）

３）同『寛永文化の研究』吉川弘文館、昭63・10）第三部「寛

永文化の変容」第一章「『板倉政要』と板倉京都所司代」

４）京都大学法学部蔵本三冊、八巻追加一巻。青色無地表紙、

二三・二×一六・五㎝、一三二丁。京都帝国大学図書印、朱

陽単枠「里村蔵書」印など。所収裁判話は「正編」巻六

〜八と巻十分に相当。

『続板倉政要』系列裁判説話の性質
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５）五冊十巻本（二巻ずつ合冊）。青色無地表紙、二三・四×一

五・八㎝、一五七・五丁。貸本屋らしい黒陽「出羽╱○屋╱

□□（※墨消）」印など。巻五〜十の裁判話は、正編」巻

六〜八と巻九分に相当。詳細は「『板倉政要』写本「正編」

説話の様相」『香椎潟』第52号）に言及。

６）日本文芸研究会第55回研究発表大会での研究発表「『続板

倉政要』系列裁判説話の本文」（平15・６・15）での作成分

に筑波大学蔵本『板倉顕命録』所収話の対応を付加し内容

も大幅に訂正した。裁判話集の検討方法として松村美奈

「『鎌倉比事』試論｜｜親子・家族関係を中心に｜｜」（『愛

知大学国文学』第43号、平15・11）の「『鎌倉比事』内容

整理表」、岡本隆雄「『本朝桜陰比事』論｜民事譚の法認識

を中心に｜」『群馬県立女子大学国文学研究』第11号、平

３・３）の「板倉政要公事捌（巻六〜八）一覧」その他、

諸論考での検討方法を参考としている。

（７）３）所収「終章にかえて｜｜『洛陽名所集』の著者とそ

の父｜｜」など。

（８）『内閣文庫所蔵史籍叢刊44談海玉滴隠見』汲古書院、

昭60・８）

（９）今井金吾校訂『定本武江年表上』筑摩書房、平15・

10）

（10）大平祐一「近世の合法的「訴訟」と非合法的「訴訟」

｜｜救済とその限界｜｜」、藪田貫編『民衆運動史近世

から近代へ３社会と秩序』青木書店、平12・３）第二

章所収。

（11）中田薫『法制史論集第三巻上債権法及雑著』岩波書

店、昭18・６初版、昭46再版）第十八板倉氏新式目に就

て」

（12）内閣文庫所蔵史籍叢刊22『教令類纂初集（二）』汲古書

院、昭57・10）、熊谷開作他編『日本法史年表』日本評論

社、昭56・３）参照。

（13）拙稿「『板倉政要』続編」諸本考」『香椎潟』第45号、平

11・12）

（14）３）に同じ。滝川政次郎『日本法律史話』ダイヤモンド

社、昭18・11）板倉の鼠さばき」を引用した箇所の指摘。

（15）篠原進「『本朝桜陰比事』のぬけ」（『青山学院大学文学

部紀要』第31号、平２・２）

（16）森耕一「『本朝桜陰比事』のミステリー性」（『そのだ語文』

第５号、平18・３）等の諸論考。

17）国立国会図書館蔵『棠陰比事加鈔』寛文二年刊、一三二・

六・二〇）本文に拠る。

（18）３）に同じ。
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東北大学蔵『続板倉政要（外題）』所収話一覧

巻・話・題名・本文の年号記述・登場所司代名・概要を示す。）には対応する正編‖

板倉政要巻六〜十の話、顕‖筑波大学蔵『板倉顕命録』巻・話＊‖現在欠を、〔〕に

はその他の関連作品などを付記した。

巻十一

１洛中洛外ノ非人共寛文

愁訴之事顕五ノ２

内膳正殿住居の無い非人の愁訴、鳥辺野と岡岳に収容住宅設

営（※正編９ノ８）

２刀質物ニ入ル事
顕五ノ３

内膳正殿西洞院の砥屋理右衛門が客の備前清光を無断で質

入、五十日籠舎（※正編９ノ７）

３張紙重悪人之事
顕六ノ１

周防守殿呉服屋三文字屋の手代、引負銀返済できず主人宅へ

張紙、筆跡で判明し磔（※正編９ノ２）

４町人喧嘩手負之事
顕六ノ２

内膳正殿囲碁の口論で怪我、加害者は被害者に治療費負担、

双方籠舎と治療代負担（※正編10ノ１）

５家屋敷配分之事
顕六ノ３

周防守殿六条御堂前町の有徳商人息子三人遺産争い、生前も

金銀配分、惣領主張通り、所司代は間口相応配分で

和睦勧告（※正編10ノ４）

６恠我人トモ愁訴之慶長

事顕六ノ４

伊賀守殿東山大仏再興工事中事故、障害者と家族の就業の手

配など〔※犬著聞集・巻七の二〕

７賣買田地之事元和伊賀守殿泉州堺の農民、二十年前に買った田畑の隣領主返済

要求に愁訴。三分の一地代合力で権利継続

８町医者トモ愁訴之寛永

事

板倉殿治療後の患者の薬代未払に困窮、町医者達の愁訴。

一服銀三分定額を決める

９養娘遊女ニスル事周防守殿上賀茂の商人が養女を島原遊女に売り、鞍馬農民の

親元が訴え。養父病気の事情を勘案

10寛永三旱魃之事寛永板倉殿寛永三年旱魃と飢饉、五畿の百姓が愁訴。味噌塩醤

油酒粕を定額化、目付の吟味等で指導

11鞍馬立田炭焼之事周防守殿鞍馬龍田炭焼が炭一斉値上げ。端山を切尽し切出し

の深山化の手間が原因。高騰を抑制

巻十二（※宮内庁書陵部蔵本巻十一）

１七妾之事

顕十一ノ１

伊賀守殿河内国近藤村名主の七村各妾が妬まれ訴訟。各村支

配の目付役的な利用が認められる

２相請人之事

顕十一ノ２

板倉殿大徳寺黄梅院の六尺が年季途中で欠落、捜索中相請

人判明し丹州亀山で両者逮捕、宥免追放

３庶子ニ家督相続之事

顕十一ノ３

伊賀守殿六条門跡の有徳商民の家督相続案に一門町内が異

議、訴訟。算勘の才が認められ三男が相続

４年季奉公人之事ニ付

主人籠舎事顕十一ノ４

周防守殿東山稲荷町の商民、実父病気で年季途中で暇乞う召

仕を訴え。十五年年季自体違法で籠舎敗訴

５鍛冶屋出入之事
＊顕十二ノ１

伊賀守殿六条通の無筆の鍛冶屋が町人に借金の重複請求を受

け愁訴。手形は残るも差引済みが町人側の帳面で判

明、鍛冶屋の主張が通る

６兄弟出入之事

顕七ノ１

伊賀守殿家督相続した末弟が盲人の惣領へ生活補助半減。遺

言通り一代の合力を命じる

７借家賃出入之事
顕七ノ２

周防守殿七条の浪人、四五人の子供養育し家賃滞納。亡妻の

兄弟が請人、救済を命じる

８手代主人公事吩
顕七ノ３

周防守殿四条寺町町人の手代、長崎唐物買い途中銀子盗難。

船中の博奕で負け払いと判明、籠舎・返済

９叔父甥出入之事
顕七ノ４

伊賀守殿叔父が甥の父の遺産を預かり「秀頼様の如く」遺言

を盾に取り、返さず。和解を命じる

10盗物買取ル事

＊顕八ノ１
伊賀守殿公家方の青侍が秘本を盗み八幡禰宜衆に売却し欠

落。本と取次商人は籠舎。所司代が公家衆と取り持

ち、元本主へ首代金子十両で交渉

11花見宗論之事

＊顕八ノ２
周防守殿東山清水寺の花見で浄土宗と法華宗僧侶が喧嘩し死

者。下手人一名を死刑すべき処、寺の三十日閉門籠

舎、遺族の慈悲で供養費五十両で決着

巻十三（※宮内庁書陵部蔵本巻十二・内閣文庫蔵本巻二）

１師弟出入之事
顕十三ノ４

周防守殿四条通経師屋の弟子が実家老父扶養のため年季半分

で暇乞い訴訟に。経師以外の家職で認める

２乳持奉公人之事
顕十四ノ１

伊賀守殿乳奉公人が年季途中で解約、主人が前金返済を求め

て訴訟。乳上がりの理由なので返済無効

３借金出入之事
顕十四ノ２

板倉殿三条の旅籠屋が借金十両返せず家財差押え営業不可

で愁訴。道具を一時返却させ半額ずつ年賦返済

４喧嘩手負之事
顕十四ノ３

板倉殿公家衆の青侍が買掛五六両を溜め口論、峯打ちで負

傷した商民が訴訟し、全額返済へ

５預リ物焼失之事
顕十四ノ４

周防守殿公家の古筆源氏物語を焼失した商人、類火被害で弁

償不可。交渉、被害が事実のため金子二枚弁償

６娘諍論之事
顕十四ノ５

周防守殿小間物屋婿と弟死亡、総領娘と弟嫁が各遺児により

家督争い。家屋敷金財を二等分の提案で和解へ

７養父実父出入之事
＊顕十二ノ７

伊賀守殿烏丸通の商民の実父の子が次々早世、男子の返還を

求め養子先と争う。子が養父扶助を望み余命後実父

先へ返る約束に。実父家から養父家へ支援も提案。

８刀脇指疵直シ之事

＊顕十二ノ８

周防守殿四条通の刀細工人が修理失敗、永正祐定の刀を欠か

し調停で七両弁償。後に欠刀を加工し十両で売却

『続板倉政要』系列裁判説話の性質

9



９似セ金鍔之事
顕十三ノ１

周防守殿四条通の彫物細工名人が生前、金子二十両余の金無

垢の鍔を唐真鍮と摩り替える。死後判明し持ち主の

有徳人が告訴するが容疑者死亡、証拠無く立件せず

〔※犬著聞集巻五の十三〕

10賣脇差出入之事
顕十三ノ２

板倉殿瓦町の商民が忠綱銘の本金の脇差を二両で買収する

も焼付の品。申立て日が経ち過ぎで買手損に

11二舛遣ヒ之事
顕十三ノ３

伊賀守殿西洞院の穀物屋を二種の舛使用で逮捕。古道具屋由

来の旧量舛と判明、闕所追放。また穀物屋主人を告

発した旧奉公人は褒美銀子三枚と追放刑

巻十四（※宮内庁書陵部蔵本巻十三・内閣文庫巻四）

１羽チヨロケン之事
＊顕十四ノ３

伊賀守殿烏丸通の質屋、長崎商人の預けた羽チヨロケンを返

済遅滞中に勝手に他所へ転売。買い戻し命令

２隠田訴人之事
＊顕十四ノ４

板倉殿河内国今井村の百姓隠田疑惑で出頭。古田に続く開

墾のため死罪宥免で籠舎。他所開墾の場合は極刑の

厳重注意、訴人には褒美

３大内伽羅蘭麝体ノ事

顕九ノ１

伊賀守殿大内伽羅蘭麝体、奈良産の無断販売の疑いで摘発。

周防国山口の大内伽羅と判明、香名の改名指示

４下女密通男之事
顕九ノ２

板倉殿大徳寺近辺の夜間不審侵入者を盗人の疑いで逮捕、

下女の密通相手と判明し宥免、厳重注意

５盗物露顕之事

顕九ノ３

板倉殿西洞院火事で盗難の呉服櫃、中身の漢東の錦切から

三年後発見。櫃買取の商人籠舎、盗人は処刑

６浄土寺譲状之事
顕九ノ４

伊賀守殿鞍馬浄土寺、江戸留学中の兄弟子と弟弟子が住持職

を争う。老僧の遺書と檀家合議で弟弟子に譲る

７継母継子出入之事
顕九ノ５

周防守殿本妻の息子が家督、後妻と息子の扶養減少。所司代

から義母義弟への援助・孝悌を命じる

８八木高直ナル事寛永

顕十ノ１

板倉殿有徳人五人一党の買占で米価高騰、全員逮捕籠舎。

没収米を庶民に貸、安値の豊年時に返済させる

９奉公人違却之事
顕十ノ２

伊賀守殿禰宜の子が十年年季で奉公、契約違反の召仕扱いで

父親と主人が争う。商家が負け口入屋は籠舎

10刀似セ物之事
顕十ノ３

周防守殿本阿弥札付き和泉守兼定の質入で五両を貸すも刀は

偽物。質屋告訴するも寛永頃の札で判定不可

11就召仕主人

籠舎之事顕十ノ４

周防守殿東山稲荷前町の貧乏牢人の娘、腰元奉公先の八幡士

から年季途中欠落、親元へ戻り告訴されるが、虐待

折檻の証拠の傷を示して勝訴、主人は閉門

巻十五

１娘奪取事寛文
顕三ノ１

内膳正殿烏丸通張子屋の娘、隣家の町人に奪取され結婚と親

の訴え、娘自筆の恋文から駆け落ち判明、認諾

２聟舅公事吩

顕三ノ２

周防守殿四条通糸屋惣左衛門の娘と大坂堺町の商人縁組、婿

が上京せず婚礼延引で訴訟沙汰。婿側の非礼

３雑色高名論之事
顕四ノ１

周防守殿東山祇園の取籠者斬罪、捕縛の三人雑色の手柄争

い。態用一致の理で三名が一番高名で各五両褒美

４宿無訴訟之事

顕四ノ２

板倉殿東山智穏院前の合薬売、老齢・家賃滞納で生活苦愁

訴。他家養子の息子に実父の扶養を命ず

５鰥寡孤獨之事寛永
顕四ノ３

板倉殿寛永三四年大飢饉米は制限し麦の借出、有徳者の

雑炊施行、味噌の配給、独居者への支援などの施策

６御能衣裳之事元和
顕四ノ４

伊賀守殿禁裏の四座能の夜、衣裳櫃盗難。京阪奈良堺五ヶ所

に十両賞金の高札。質屋の質入品から発覚し逮捕

巻十六

１養母養子公事捌之事
顕一ノ１

周防守殿嵯峨百姓の女房が虐待、養女七歳が十五日近く実父

の家を探し放浪、京洛で目付役が保護。放棄の罪で

女房闕所、闕所金の内七両を女児扶持として家主へ

２丗歳ノ養子実父方へ

返事顕一ノ２

周防守殿東山茶店の万屋養子三十歳、亀山の実父が扶養要求

養父の了解で実家に戻る、養父へ褒美二十両

３金子出入吩之事
顕一ノ３

周防守殿室町通両替屋の童子十一歳が上賀茂へ金子二十両を

運ぶ途中強盗、童子の父に弁償要求。子供に無理な

使いをさせた両替屋主人に非

４三人諍論之事

顕二ノ１

板倉殿唐物屋の十二歳の童子が金三枚の青磁花入を大名屋

敷配達中火事場で破損。道具主・唐物屋・注文先三

者で争う。子供に無理な使い、半額で持主承引

５山科浄土寺公事捌
顕二ノ２

伊賀守殿年長の兄弟子と学問優秀な弟弟子との住持職争い。

兄弟子から弟弟子への順で代替りを提案

６三馬之事

顕二ノ３

板倉殿宇治平等院の百姓三人の馬三匹が上林の公儀の茶園

を駆け荒らし、百姓は逼塞百日以上で愁訴。所司代

の調停で一両ずつ計三両弁償、厳重注意
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（参照：京都大学蔵本底本『板倉政要』巻六〜十「正編」所収話の場合）

巻六
１閣養子而妾女江

譲状与之事

周防守殿三条の有徳商人、養子あるも妾に全財産譲る遺言。

協議で相続は養子へ、三分一を妾へ

２壬生ノ地蔵門内ニテ

被盗木綿事

周防守殿上京木綿売、壬生地蔵前で木綿盗難、地蔵を捕縛

後、木綿販売符牒から盗品発見、油断の犯人逮捕

〔※棠陰37定牧認皮・38滄州市〕

３京六波羅ニテ夜盗町人

ヲ殺害シ財宝ヲ取ル事

周防守殿亭主斬殺後、金銀盗難。妻の証言で身持不明の容疑

者三人の内、証拠隠滅前に脇差鞘の血糊で発覚

４京ノ商民巾着ヲ切ルヽ

事

伊賀守殿巾着を切られ印判を失い商人困窮、被害場所も不明

「念を入べき事」不注意を逆に注意

５酒狂人之事伊賀守殿酒屋の旧奉公人が酔って暴れ脇差で怪我人。旧主人

宅で諸白を数盃。飲ませた酒屋も数ヶ月閉門、

怪我人の程度に応じ処罰。洛中で飲酒強要止む

６六道銭之事伊賀守殿倹約令に対し、商人が葬儀の六道銭の節約を訴え。

閻魔王に聞くべし」と斬首もしくは所払い。

７博奕公事之捌伊賀守殿博打で二三貫の負者が騙されたと訴え、勝者から銀

を返却・百日全員籠舎とする。儲け無益のため洛中

の博打が打ち損となって廃れる

８瓢箪譲三子事伊賀守殿四条通有徳商人遺言で三人息子に各瓢箪を残す。立

つ瓢箪の末子本家相続、後に兄二人は財を失う

９賀茂ノ禰宜養父養子

出入之事

伊賀守殿賀茂禰宜に実子が出来、邪魔な養子の非と廃嫡訴

え。養父に家督五分一隠居料、養子が家督相続

〔※棠陰27李傑買棺〕

10同養子聟出入之事伊賀守殿丹波国池上の者、養子聟の非を訴え。召喚の聟が養

父の悪口を申し立てる様が非道、聟を追放刑

11五器盗人之事周防守殿七条道場辺で遊躍念仏中に五器椀類の盗難。盗人と

被害者が双方持ち主と主張。上中下五器の値段を即

座に見分けさせて盗人を見破る

〔※棠陰86符盗並走〕

12宿賃公事之事伊賀守殿下京の者が六貫家賃滞納で欠落、上京で車引となり

借宅。三条橋で貸主が大八車を差し押え。商売不能

のため、欠落者を雇った現主人から六貫文を払わ

せ、旧主からは賠償金と車を返させる

13家督公事捌周防守殿三条寺町商民と二歳の子が病死、遺産を商民の妹と

後家弟とで争う。弟を後見とし双方相応分ける

14正宗ノ刀偽テ

質物ニ入事

周防守殿支払に困った町人が、有徳人所有の正宗を勝手に銀

二貫目の質入。町人の家財闕所・所払

15雪舟ノ絵買候公事周防殿雪舟の三幅対の本物を見せ、究め折紙付きで偽者を

売却、古い父代より相伝の品で真偽不明と弁明。売

手買手不穿鑿となるが、今後正筆が露顕の場合は重

ねて穿鑿あり、と警告

16密通公事板倉殿六条門跡前の貧乏な博多浪人の妻、有徳町人と密

通。浪人が妻・間男・老僕を手討で殺害。歴々町人

の威光恐れ証言者なく、老僕の遺族も訴え、浪人切

腹

巻七
１田地公事伊賀守殿山科百姓、五反の田で十年二十五両借金四年目、五

十両の売却案でこじれる。田畑永代売買は禁止、十

四年年季として本金払い田地返却を命ず。その後土

地の永代譲渡は「売買契約」でなく「譲状」契約と

なる

２質物公事周防守殿四条通の質屋、旅人の十両分の質が実は盗品と発

覚。質屋の不届、質は元主に返却、代価分を奉公

３法華坊主之事板倉殿女と密通の僧、他村へ縁付した前の女が嫉妬し露

顕。自殺を願い僧が遺書、弟子ば幇助で殺害。弟子

が白状し僧と二人の女とも獄門、弟子も死罪

４京都寺町浄土坊主

誑人娘事

伊賀守殿商人養父が妻の連れ子の娘に執心、寺町の僧が娘と

駆け落ち脱出、堺で医者となる。事情あるも密通に

より僧は粟田口で梟首、養父は追放、家屋敷は娘の

母に

５依孝心蒙宥免商民

之事

板倉殿東山祇園茶屋の亭主閉戸、近隣と仲悪く一ヶ月後餓

死寸前で老母のため愁訴。救済し年寄十人組を厳重

注意

６下人手討之事伊賀守殿召仕の手討を遺族が訴え。召仕の不行跡と主人の事

情を認め、五七日の蟄居命令後、宥免し注意

７家督論裁之事周防守殿七条の商人、娘聟に家督譲り死亡後、奥州で商売滞

り生死不明の実子帰還。実子の権利認め財産半分を

配分

８野合草刈場論之事板倉殿丹波八上の者、洪水で損傷した野合馬の草刈場の道

を勝手に直し、池上村の百姓と争う。他村の浪人の

弁舌者を雇うに至り曲事と非難

９下女ヲ懐妊スル事伊賀守殿商民の抱置女が懐妊、女の夫が金銀をねだるが承知

せず訴訟。夫を叱り主人には養育扶助を命じる

10義絶ノ弟ニ兄ノ家周防守殿商人兄死亡、二十年不和義絶の江戸の弟は相続拒

『続板倉政要』系列裁判説話の性質
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財不残被下之事否。所司代から弟へ相続を命じる「善悪共及同胞」

11犬ヲ殺シ密通露顕

之事

周防守殿大徳寺辺の有徳農民に隣家の犬殺しの疑い。実は妻

の密通相手が犬殺害、夫を讒訴した。間男女を処刑

〔※棠陰４裴均釈夫〕

12間男忽穿鑿露顕之事周防守殿嵯峨の山伏が丹波で不明。七歳の娘から間男の存在

が発覚。夫殺し白状で妻も男も磔刑

13妻女公事捌之事伊賀守殿娘十五歳と婿三十五歳の縁組、娘の母が不憫がり婚

約解消を願い、せめて半分の年齢でとの訴えに、五

年後二十歳・四十歳での祝言を勧める

14聖人公事ノ捌伊賀守殿三条小路旅籠屋前で拾われた三分金、拾い主も落し

主も受取辞退。伊賀守が三分足して双方に三分ずつ

褒美

巻八
１山本泰順父子

被行死罪事

内膳正殿画家山本友我・儒学者山本泰順父子、長崎の糸荷偽

物を質に借入て婚礼金に。が破談で持参金入らず返

済も不可で露顕、磔刑に

２宿賃出入之事所司代遊行道場付近の者が宿賃三両の家を宿替、大徳寺辺

に借宅。二三年後、店子が代銀引負で告訴され、元

請人も立替、現在の請人も立替て処理

３欠落者出入之事内膳殿東山智穏院の中間奉公人、寺寮で十両盗み欠落、半

年後大和郡山で発見逮捕。欠落前に肝煎を協力の兄

弟を叱責、十両を返させ一命は助ける

４分散公事所司代酒屋の買掛り二百両払えず分散決定。家賃の残額か

ら諸売掛引分と道具売却の二十五両で分散

５道具出入ノ公事所司代壬生の浅井家旧家臣浪人の預けた重代の名刀を砥屋

が勝手に栗山大膳に百両で売却。砥屋白状、六十五

両使込で残金返却、百日籠舎後追放

６本妻与妾之事周防守殿上京の有徳商人死去、本妻方五歳息子と妾九歳息子

の家督争い。九歳惣領一万両、弟八千両相続分を十

五歳まで一門預かり監督、各々養育命令

７入聟公事所司代紺屋兼房の本家先妻娘と後妻息子が婚約相続の予定

なるも、息子が遺産を失い破約し家督を他人に譲り

別嫁と結婚。息子に約束敢行を命ず。息子一門側が

百両を弁償し娘は別の有徳商人と結婚

８妻暇出入之事板倉殿嵯峨の有徳農家へ縁付の商人の娘、夫を嫌うが暇出

ず訴え。嫁持参金百両を夫が返せず。娘の父が百両

を負担し離別を優先

９買懸出入之事板倉殿呉服屋の曝布十疋の代金不払。取次人が返済延引を

理由に即質物化したと判明。盗人同然の取次人を闕

所・追放し、家財を呉服屋へ

10奉公人出入之事所司代大名衆の中間が五両横領し欠落、主人方から請人へ

弁償要求。請人に咎なく主人側に注意

11社人社僧出入之事板倉殿丹州矢神大明神の宮司と社僧との権威争い。社僧側

の尊氏教書の権利顕然、双方を認め和睦を命じる

12兄ヲ殺者蒙御宥免

事

周防守殿大徳寺近く、浄土寺僧が洗濯屋娘と密通、忠告の弟

が争い兄を刺殺。父が弟の扶養を愁訴し特例で赦

免、町年寄預けに

13寝首掻士之事伊賀守殿儒者門弟同士が口論、相手の寝首を掻き殺害し立退

く。士の作法に非ず」として捜索、犯人の父親が

連行して出頭、切腹

14売買物出入之事周防守殿嵯峨の売子が油十五樽買付、油問屋預けの五樽の重

複受取狙う。問屋側で手形未返に気づき露顕、売子

は百日籠舎

巻九追加

１法隆寺百姓元和

公事

周防守殿法隆寺知行定免三ツ五分が五ツに上がり百姓が愁

訴。現住持に前住持の定免に従うよう所司代が説諭

２張紙ヲ仕タル

者御穿鑿之事

周防守殿呉服屋三文字屋の手代二三十貫目を引負弁納できず

告訴される前に主人の悪事を張紙。筆跡判明し磔

刑、父親と請人は所払。主人打擲と同罪（※続11ノ

３）

３同張紙ノ者御

穿鑿之事

周防守殿四条寺町で借屋賃滞納の珠数屋が張紙される。珠数

屋本人が家賃催促を避け宿替理由を作るべく謀る。

闕所した家財を家主に取らせ、本人は慈悲で所払

４年季ノ者引負

出入之事

周防守殿東山三十三間堂辺の髪結の奉公人が四五両横領欠

落、請人が年季期間外を理由に弁納拒否。証文の年

季記入に誤り有り、巨額のため半額ずつ弁済を命じ

る

５八幡百姓公事元和板倉殿八幡領の水害で百姓が定免の収納不可を訴える。十

年来の年貢の平均を調べ減納量を検討

６養子公事板倉殿大徳寺辺の百姓兄弟、父の後家が兄と不和、養子と

共に弟に懸かるも、後家死後に兄弟が養子の引取を

争う。兄の孝心も認められ兄側に返すべく判決

７刀質物ニ入事内膳正殿西洞院の砥屋理右衛門が客の備前清光を無断で質

入、五十日籠舎（※続11ノ２）
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８洛中洛外非人共

愁訴之事

内膳正殿住居の無い非人の愁訴、鳥辺野と高岳に収容住宅設

営◇「厩トモ成ンカ」※続11ノ１）

９山公事捌伊賀守殿京商人が丹波矢上の雑木林を五十両で購入、百姓が

伐採を認めず訴訟。契約書と山絵図の「山一岫」の

記載を証拠に、商人の権利認める

〔※棠陰134
趙和贖産〕

巻十追加

１町人喧嘩手負之事内膳正殿囲碁の口論で怪我、加害者は被害者に治療費負担、

双方籠舎と治療代負担（※続11ノ４）

２鳥羽ノ百姓水論之

事

伊賀守殿上鳥羽農民の堤の給排水の都合で下鳥羽農民が迷惑

し告訴。上鳥羽は下鳥羽農民の堤普請不参加を逆に

非難。上鳥羽が三分一水を配水し下鳥羽が工事参加

との約で和睦させる

３寝首カキノ事元和伊賀守殿六角堂近辺の貧商、文月七日殺害。艶書から女房密

通・間男への殺人依頼が発覚。両者磔刑

４家屋敷配分之事周防守殿六条御堂前町の有徳商人息子三人遺産争い、生前も

金銀配分、惣領主張通り、所司代は間口相当配分で

和睦勧告（※続11ノ５）

５借金請人之事内膳正殿賀茂社人が金子百両借用し滞り、請人の七条道場前

町の商人も二百両借用し返弁不可。又請人の年寄十

人組は二百両弁償は証文あるも、社人の百両分は交

渉次第。返済不要ではない注意

６刃傷捌キノ事周防守殿五十嵐の廿三夜中、象戯囲碁等の敗者が助言者と口

論喧嘩、取り押さえた人が怪我。百日籠舎の替りに

金子五両で治療弁償

７下草刈之事周防守殿嵯峨二尊院の百姓、下草刈に入った御料の百姓を打

擲、御料代官が所司代へ仰入。二尊院百姓を叱責、

百姓療治代に弁償の米二俵

８花盗人之事板倉殿東山清水寺で花を折る酩酊客を寺僧達が半死半生に

打擲。回復まで相手の家内養育を命令

９出居衆公事板倉殿烏丸通商民が家賃請求、出居衆が貸金十両差引分要

求で争い。証文証拠なく和睦を勧告

10姑出入之事周防守殿立売の有徳商人惣領死亡、祖母は遺児女子九歳、嫁

は男子五歳の相続を主張し争い。十二三歳成長時の

二人を比較、発明の男子が相続し和睦

『続板倉政要』系列裁判説話の性質
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